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（参考文献）
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【化１６】
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　本件出願は、以下の構成の発明を提供する。
（構成１）
　式(I)の化合物、すなわち4-(4-(4-(((3R,5R)-5-((1H-1,2,4-トリアゾール-1-イル)メチ
ル)-5-(2,4-ジフルオロフェニル)テトラヒドロフラン-3-イル)メトキシ)-3-メチルフェニ
ル)ピペラジン-1-イル)-N-(2-ヒドロキシシクロヘキシル)ベンズアミド、又はその医薬と
して許容し得る塩：
（化１）
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。
（構成２）
　化合物(Ia)及び(Ib)から選択される立体異性体、又はそれらのいずれか1つの医薬とし
て許容し得る塩：
（化２）

の形態の、構成1記載の化合物。
（構成３）
　化合物(Ia)、すなわち4-(4-(4-(((3R,5R)-5-((1H-1,2,4-トリアゾール-1-イル)メチル)
-5-(2,4-ジフルオロフェニル)テトラヒドロフラン-3-イル)メトキシ)-3-メチルフェニル)
ピペラジン-1-イル)-N-((1R,2R)-2-ヒドロキシシクロヘキシル)ベンズアミド、又はその
医薬として許容し得る塩：
（化３）

である、構成2記載の化合物。
（構成４）
　単独の立体異性体として提供される、構成1～3のいずれか1項記載の化合物。
（構成５）
　医薬としての使用のための、構成1～4のいずれか1項記載の化合物。
（構成６）
　真菌症の治療における使用のための、又は真菌症に関連する疾患の予防若しくは治療に
おける使用のための、構成1～4のいずれか1項記載の化合物。
（構成７）
　真菌症の治療のための、又は真菌症に関連する疾患の予防若しくは治療のための、医薬
の製造における構成1～4のいずれか1項記載の化合物の使用。
（構成８）
　前記真菌症がアスペルギルス・フミガーツス又はアスペルギルス・フラバスのようなア
スペルギルス種、特にアスペルギルス・フミガーツスによって引き起こされる、構成6又
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は7記載の使用のための化合物又は使用。
（構成９）
　前記真菌症が、黒酵母菌、リゾプス・オリゼ、クリプトコッカス・ネオフォルマンス、
ケトミウム・グロボスム、ペニシリウム・クリソゲナム、フザリウム・グラミネアラム、
クラドスポリウム・ハーバルム、紅色白癬菌、又はカンジダ種、例えばカンジダ・アルビ
カンス、カンジダ・グラブラータ、若しくはカンジダ・クルーセイによって引き起こされ
る、構成6又は7記載の使用のための化合物又は使用。
（構成１０）
　前記真菌症が、アゾール耐性真菌症である、構成6又は7記載の使用のための化合物又は
使用。
（構成１１）
　第二の又はさらなる活性成分と組合わせた医薬としての使用のための、構成1～4のいず
れか1項記載の化合物。
（構成１２）
　1以上の医薬として許容し得る希釈剤又は担体と任意に組合わせて、構成1～4のいずれ
か1項記載の化合物を含む医薬組成物。
（構成１３）
　第二の又はさらなる活性成分を含む、構成12記載の医薬組成物。
（構成１４）
　前記第二の又はさらなる活性成分が、アゾール系抗真菌剤（例えば、ボリコナゾール、
ポサコナゾール、イトラコナゾール、又はイサブコナゾール）、アムホテリシンB、エキ
ノカンディン（例えば、カスポファンギン）、及び3-ヒドロキシ-3-メチル-グルタリル-C
oAレダクターゼ阻害剤（例えば、ロバスタチン、プラバスタチン、又はフルバスタチン）
を含む抗真菌剤から選択される、構成11記載の使用のための化合物、又は構成13記載の医
薬組成物。
（構成１５）
　前記第二の又はさらなる活性成分が、ボリコナゾール、ポサコナゾール、イトラコナゾ
ール、及びカスポファンギンから選択される、構成11記載の使用のための化合物、又は構
成13記載の医薬組成物。
（構成１６）
　式（3）の化合物若しくはその塩：
（化４）

（式中、Pはアミン保護基を表す。）；又は
式（4）の化合物若しくはその塩：
（化５）

。
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（構成１７）
　式（5）の化合物又はその塩：
（化６）

（式中、RはC1-5アルキルを表す。）。
（構成１８）
　式（6）の化合物又はその塩：
（化７）

。
（構成１９）
　真菌症を有する対象の治療方法であって、該対象に有効量の構成1～4のいずれか1項記
載の化合物を投与することを含む、前記方法。
（構成２０）
前記真菌症が、アスペルギルス・フミガーツス又はアスペルギルス・フラバスのようなア
スペルギルス種、特にアスペルギルス・フミガーツスによって引き起こされる、構成19記
載の方法。
（構成２１）
　前記真菌症が、黒酵母菌、リゾプス・オリゼ、クリプトコッカス・ネオフォルマンス、
ケトミウム・グロボスム、ペニシリウム・クリソゲナム、フザリウム・グラミネアラム、
クラドスポリウム・ハーバルム、 紅色白癬菌、又はカンジダ種、例えばカンジダ・アル
ビカンス、カンジダ・グラブラータ、若しくはカンジダ・クルーセイによって引き起こさ
れる、構成19記載の方法。
（構成２２）
　前記真菌症が、アゾール耐性真菌症である、構成19記載の方法。
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